
　宮古圏域の基幹産業は、農林水産業です。水産業ではコロナ禍、軽石漂着、燃油価格

の高騰による重大な課題を解決して行かなければなりません。また、サトウキビ生産に

欠かせないのが生産農家の生産意欲です。私達、自民党県連は昨年もサトウキビ生産者

交付金を JA はじめ関係者と連携し、要請行動により交付金を勝ち取ることができました。
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一
般
質
問
議
事
概
要

■
﹁
示
さ
れ
な
い
基
地
負
担
軽

減
の
道
筋
﹂

Q
下
地
康
教

　

知
事
は
所
信
表
明
で
、
﹁
沖

縄
県
に
お
け
る
在
日
米
軍
専
用

施
設
面
積
の
50
％
以
下
を
目
指

す
た
め
具
体
的
な
数
値
目
標
の

設
定
を
日
米
両
政
府
に
求
め
て

い
く
﹂
と
し
て
い
る
。

50
％
と
い
う
数
字
は
知
事
自
ら

示
し
た
も
の
で
、
数
字
の
根
拠

と
な
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
真
っ

先
に
日
米
両
政
府
に
示
す
べ
き

で
あ
る
。
具
体
的
な
数
値
目
標

を
示
さ
な
い
限
り
、
知
事
が
示

し
た
50
％
と
い
う
数
字
は
絵
に

描
い
た
餅
に
過
ぎ
な
い
。
早
急

に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

A
知
事

　

具
体
的
な
数
値
目
標
に
つ
い

て
は
、
日
米
両
政
府
に
求
め
て

い
く
。

■
﹁
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
﹂

Q
下
地
康
教

　

厚
生
省
は
基
礎
疾
患
を
有
す

る
こ
と
に
よ
り
重
症
化
す
る
リ

ス
ク
が
高
い
小
児
に
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
機
会
を
提
供
す
る
と

し
て
い
る
。
県
内
の
５
歳
か
ら

11
歳
ま
で
の
小
児
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
者
数
と
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
配
分
量
、
そ
れ
に
接
種
期
間

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
副
反
応
の
デ
ー
タ

を
伺
う
。

A
保
健
医
療
部
長

　

県
内
の
小
児
は
約
１２
万
人

で
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
フ
ァ

イ
ザ
ー
、
配
分
量
は
２
回
分
１９

万
2
,
3
0
0
回
分
︵
対
象
小

児
約
8
割
2
回
分
を
確
保
︶
。

実
施
期
間
は
2
月
下
旬
か
ら
5

月
に
か
け
て
予
定
し
て
い
る
。

副
反
応
は
、
接
種
後
10
％
前
後

に
発
熱
、
約
40
％
に
全
身
反

応
、
約
60
％
に
局
所
反
応
が
認

め
ら
れ
る
と
の
報
告
が
あ
る
。

ま
た
、
5
歳
か
ら
11
歳
児
の
2

回
目
接
種
後
7
日
間
で
認
め
ら

れ
る
副
反
応
は
12
歳
か
ら
15
歳

よ
り
も
頻
度
が
少
な
い
と
い
う

報
告
も
あ
る
。

　

■
﹁
早
す
ぎ
た
宮
古
地
区
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
解
除
﹂

Q
下
地
康
教

　

宮
古
地
区
の
み
2
月
7
日
を

も
っ
て
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
解
除
さ
れ
て
い
る
。
2
月

12
日
時
点
で
の
人
口
10
万
人
当

た

り

の

新

規

感

染

者

数

は

2
7
5
.
8
4
人
と
解
除
基
準

の
2
0
0
人
を
超
え
て
い
た
。

令和4年（2 0 2 2年）　第１回（２月定例）議会

　

宮
古
地
区
に
お
け
る
規
制
解

除
は
早
す
ぎ
た
判
断
で
あ
っ

た
。
規
制
解
除
後
の
新
規
感
染

者
数
が
10
万
人
当
た
り
2
0
0

人
を
こ
え
て
い
た
日
は
何
日
あ

っ
た
の
か
伺
う
。

A
保
健
医
療
部
長

　

規
制
解
除
後
の
2
月
8
日
か

ら
2
月
15
日
ま
で
の
8
日
間
は

2
0
0
人
を
超
え
て
い
た
。

■
﹁
水
産
業
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て
﹂

Q
下
地
康
教

　

水
産
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、
軽

石
漂
着
、
燃
料
費
高
騰
の
三
重

苦
に
よ
り
生
活
に
困
窮
を
極
め

て
い
る
。
漁
師
へ
の
支
援
策
は

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
伺

う
。

A
農
林
水
産
部
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

﹃
県
産
水
産
物
を
活
用
し
た
学

校
給
食
提
供
事
業
﹄
に
よ
り
、

学
校
給
食
へ
の
県
産
水
産
物
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
軽

石
対
策
と
し
て
は
、
漁
船
の
海

水
こ
し
器
設
置
補
助
や
ア
ー
サ

へ
の
異
物
混
入
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。
燃
料
費
高
騰
対
策
と

し
て
は
1
か
月
分
相
当
の
燃
油

使
用
料
を
補
助
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
が
実
施

し
て
い
る
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に
よ

り
、
一
定
の
基
準
を
超
え
て
燃

油
価
格
が
上
昇
し
た
場
合
、
補

填
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

　

︵
11
月
定
例
︶
一
般
質
問
議
事
概
要

﹁
平
良
高
野
漁
港
ク
ル
マ
エ
ビ
養

殖
場
大
量
死
﹂

Q
下
地
康
教

　

宮
古
島
漁
協
が
運
営
す
る
平

良
高
野
漁
港
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖

場
に
お
け
る
大
量
死
に
つ
い
て
、

３
つ
の
養
殖
池
で
急
性
ウ
イ
ル

ス
血
症
の
感
染
に
よ
り
約
１
４

０
万
匹
の
ク
ル
マ
エ
ビ
が
全
滅

し
て
い
る
が
、
県
の
対
応
を
伺

う
。

A
農
林
水
産
部
長

　

県
で
は
、
担
当
者
を
派
遣
し

現
場
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

対
応
に
つ
い
て
関
係
者
と
の
協

議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
県
と

し
ま
し
て
は
同
病
の
再
発
と
感

染
拡
大
防
止
に
向
け
当
該
養
殖

場
の
防
疫
体
制
が
徹
底
さ
れ
る

よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

﹁
伊
良
部
高
校
跡
地
利
用
﹂

Q
下
地
康
教

　

伊
良
部
高
校
跡
地
利
用
に
つ

い
て
県
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

な
対
応
が
考
え
ら
れ
る
か
伺
う
。

A
教
育
長

　

県
公
有
財
産
の
管
理
運
用
方

針
等
に
基
づ
き
、
関
係
部
局
や

宮
古
島
市
へ
跡
地
及
び
施
設
の

利
用
に
つ
い
て
紹
介
を
行
っ
た

と
こ
ろ
該
当
が
な
か
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間

企
業
な
ど
か
ら
複
数
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
が
売
却
に
関
す

る
具
体
的
な
提
案
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
学
校
用
地
の
境
界

確
定
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
利

活
用
に
向
け
、
関
係
部
局
と
も

連
携
し
な
が
ら
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

﹁
迷
走
す
る
辺
野
古
基
地
建
設
に

係
る
公
有
水
面
埋
立
て
変
更
不

承
認
﹂

Q
下
地
康
教

　

沖
縄
県
知
事
︵
翁
長
前
知
事

を
含
む
︶
は
辺
野
古
基
地
建
設

に
係
る
公
有
水
面
埋
め
立
て
事

業
を
承
認
し
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
埋
め
立

て
工
事
が
進
行
し
て
き
ま
し
た
。

国
は
、
次
の
工
区
の
埋
立
て
工

事
を
実
施
す
る
た
め
当
初
設
計

概
要
の
変
更
を
知
事
に
申
請
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
知
事
は
そ

の
申
請
を
不
承
認
と
し
て
い
ま

す
。
工
事
は
進
行
し
て
お
り
、

知
事
は
こ
の
事
業
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
か
か
っ
た
事
業
費
を
含

め
ど
の
よ
う
な
始
末
の
つ
け
方

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
知
事

　

今
回
の
国
に
よ
る
公
有
水
面

埋
立
て
変
更
承
認
申
請
に
つ
い

て
は
、
公
有
水
面
埋
立
て
法
の

内
容
に
即
し
て
、
災
害
防
止
及

び
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
た

計
画
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

を
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
の
判

断
で
あ
り
ま
す
。

沖
縄
県
議
会

沖縄
・

自
民
党
議
会
報
告

　この 2 年間、新型コロナウイルスは、世界中を席巻し沖縄のリー
ディング産業である観光関連産業をはじめとする様々な人々のく
らしに大きなダメージを与えました。
　また、私たちが住む離島の医療体制を大きく揺るがし、離島医
療が逼迫するという重大な事態を引き起こしました。
　しかし、令和 4 年は、本土復帰 50 周年を迎える年であると共に、
これまでの沖縄の振興発展を 5 期 50 年に渡って支えてきた「沖
縄振興計画」が新たに生まれ変わり、これからの沖縄の未来を築
いて行くスタートの年であります。
　離島の島々でくらす一人ひとりが、明るい沖縄の未来に向けて
力強く踏み出して行くことができるよう、政治の一翼を担うもの
として課題解決に向け全身全霊で取り組んで行きます。

　宮古圏域の基幹産業は、農林水産業です。水産業ではコロナ禍、軽石漂着、燃油価格

の高騰による重大な課題を解決して行かなければなりません。また、サトウキビ生産に

欠かせないのが生産農家の生産意欲です。私達、沖縄・自民党会派は昨年もサトウキビ

生産者交付金を JA はじめ関係者と連携し、要請行動により交付金を勝ち取ることができ

ました。

　さらに、畜産業・葉タバコやマンゴー・メロンなどの果樹栽培などを含めた農業振興

発展に向けて取り組んで行きます。
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生産者交付金を JA はじめ関係者と連携し、要請行動により交付金を勝ち取ることができ
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　さらに、畜産業・葉タバコやマンゴー・メロンなどの果樹栽培などを含めた農業振興

発展に向けて取り組んで行きます。
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の高騰による重大な課題を解決して行かなければなりません。また、サトウキビ生産に

欠かせないのが生産農家の生産意欲です。私達、沖縄・自民党会派は昨年もサトウキビ

生産者交付金を JA はじめ関係者と連携し、要請行動により交付金を勝ち取ることができ
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　さらに、畜産業・葉タバコやマンゴー・メロンなどの果樹栽培などを含めた農業振興

発展に向けて取り組んで行きます。

　宮古圏域の基幹産業は、農林水産業です。水産業ではコロナ禍、軽石漂着、燃油価格

の高騰による重大な課題を解決して行かなければなりません。また、サトウキビ生産に

欠かせないのが生産農家の生産意欲です。私達、沖縄・自民党会派は昨年もサトウキビ

生産者交付金を JA はじめ関係者と連携し、要請行動により交付金を勝ち取ることができ

ました。

　さらに、畜産業・葉タバコやマンゴー・メロンなどの果樹栽培などを含めた農業振興

発展に向けて取り組んで行きます。

未来へむけて踏み出そう！

東日本大震災復興視察
（復興庁説明会）

福島第一原発廃炉現場

福島第一原発説明会

車海老養殖被害調査

会派沖縄・自民党へ地元建設
事業者育成のための優先発注要請
（沖縄県建設業協会宮古支部）

西銘担当大臣へ令和３年度
磁気探査委託業務予算要請
（宮古島磁気探査協会）
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を
払
い
伝
染
病
対
策
に
心
掛

け
、
ト
イ
レ
や
食
器
を
洗
う

水
不
足
等
が
重
要
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
防
災
の
備
え
と
し
て
は
、

簡
易
ト
イ
レ
や
オ
ム
ツ
、
サ

ラ
ン
ラ
ッ
プ
が
特
に
重
要

で
、
食
事
の
際
食
器
に
サ
ラ

ン
ラ
ッ
プ
を
敷
い
て
使
い
、

使
い
終
わ
る
と
食
器
を
洗
わ

ず
に
使
用
し
た
サ
ラ
ン
ラ
ッ

プ
を
処
分
す
る
や
り
方
に
よ

り
水
の
節
約
を
図
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
沖
合

を
震
源
と
し
た
地
震
で
あ
っ

た
た
め
津
波
に
よ
っ
て
未
曾

有
の
被
害
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

震
源
の
場
所
や
地
震
の
規
模

に
よ
っ
て
被
害
の
大
き
さ
や

被
害
状
況
が
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
が
十
分
に
予
測
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
沖

縄
で
は
、
過
去
の
地
震
デ
ー

タ
を
も
っ
て
起
こ
り
う
る
地

震
を
予
測
し
防
災
計
画
に
反

映
さ
せ
、
被
災
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
復
興
を
早
期

に
実
現
す
る
近
道
で
あ
る
と

実
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
地
の
人
々
か

ら
避
難
生
活
で
の
苦
労
や
復

興
へ
の
取
組
み
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
防
災
に
対
す
る
考

え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
視
察

〜
政
治
の
持
つ
役
割
〜

（11） （2）

︵
2
月
定
例
︶
代
表
質
問
議
事
概
要

﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
企
業
従
業

員
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
創
設
﹂

Q
下
地
康
教

　
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
継
続
が
困

難
な
企
業
の
従
業
員
を
他
の
企

業
へ
出
向
・
転
職
さ
せ
る
た
め

の
取
組
み
に
つ
い
て
、
本
県
に

お
け
る
実
績
と
進
ま
な
い
背
景

や
課
題
等
に
つ
い
て
伺
う
。

A
商
工
労
働
部
長

　
令
和
2
年
度
の
県
内
の
実
績

は
、
現
時
点
で
9
件
、
25
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
出
向
が
進

ま
な
い
理
由
と
し
て
は
、
出
向

等
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の

助
成
額
が
休
業
に
比
べ
て
低
い

こ
と
な
ど
が
背
景
と
し
て
考
え

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い

て
は
、
新
た
に
産
業
雇
用
安
定

助
成
金
を
創
設
し
、
企
業
間
の

出
向
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
県
で
は
、
出
向
等

に
よ
る
雇
用
の
維
持
を
図
る
た

め
9
月
補
正
で
企
業
間
の
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
創
設
し
ま

し
た
。

﹁
製
糖
工
場
建
替
え
補
助
﹂

Q
下
地
康
教

　
既
存
の
製
糖
工
場
を
建
て
替

え
る
際
、
現
状
の
国
の
補
助
制

度
の
内
容
と
国
・
県
及
び
自
己

負
担
の
割
合
、
ま
た
、
高
率
補

助
の
対
象
と
す
る
た
め
の
県
の

取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A
農
林
水
産
部
長

　
老
朽
化
の
著
し
い
製
糖
工
場

の
建
替
え
が
可
能
な
国
の
事
業

と
し
て
、
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
事
業
が
あ
り
、
負
担

割
合
は
国
6
割
、
県
と
市
町
村

で
2
割
、
最
大
8
割
ま
で
補
助

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
工
場
建
替
え
に

つ
き
ま
し
て
は
建
設
費
用
が
多

額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
実

施
主
体
の
費
用
負
担
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た

な
沖
縄
振
興
計
画
の
制
度
提
言

と
し
て
国
の
高
率
補
助
に
よ
る

新
た
な
沖
縄
糖
業
高
度
化
推
進

支
援
制
度
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

﹁
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
﹂

Q
下
地
康
教

　
介
護
の
在
り
方
は
高
齢
化
社

会
に
あ
っ
て
難
し
い
課
題
で
あ

る
が
、
老
々
介
護
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
中
、
18
歳
未
満
の
子

供
が
家
族
を
介
護
す
る
﹁
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
﹂
の
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
本
県
に
お
け
る

実
態
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
子
ど
も
生
活
福
祉
部
長

　
現
在
、
厚
生
労
働
省
で
実
態

を
調
査
中
で
す
。
県
で
は
市
町

村
に
対
し
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー

ト
を
活
用
し
て
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
早
期
発
見
と
必
要
な
支

援
や
保
護
を
行
う
よ
う
通
知
し
、

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

沖
縄
県
議
会
一
般
質
問

沖
縄
県
議
会
一
般
質
問

︵
6
月
定
例
︶
一
般
質
問
議
事
概
要

﹁
宮
古
地
区
に
お
け
る
県
道
整

備
状
況
﹂

Q
下
地
康
教

　
宮
古
管
内
に
お
け
る
県
道
整

備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
土
木
建
築
部
長

　
宮
古
管
内
の
道
路
整
備
進
行

箇
所
は
7
箇
所
あ
り
、
マ
ク
ラ

ム
通
り
線
は
、
北
給
油
所
交
差

点
か
ら
平
良
保
健
セ
ン
タ
ー
前

ま
で
の
延
長
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
幅
員
16
メ
ー
ト
ル
、
2
車
線

で
整
備
中
で
あ
る
。

　
令
和
2
年
度
末
の
進
捗
率
は
、

事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
26
％
︵
令

和
3
年
度
末
現
在
は
34
％
と
な

っ
て
い
る
︶
で
、
引
き
続
き
用

地
買
収
及
び
工
事
に
取
組
み

2
0
2
0
年
代
後
半
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

﹁
下
地
地
区
前
浜
海
岸
線
の
浸

食
防
止
対
策
﹂

Q
下
地
康
教

　
下
地
地
区
前
浜
海
岸
浸
食
防

止
対
策
を
伺
う
。
浸
食
状
況
を

何
年
か
か
け
て
調
査
し
、
対
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

A
農
林
水
産
部
長

前
浜
海
岸
は
農
林
省
所
管
の
海

岸
保
全
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
台
風
等
の
影
響
に
よ

り
浸
食
を
受
け
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
海
岸
浸
食
防
止
対
策

に
向
け
て
の
浸
食
状
況
を
経
年

的
に
整
理
す
る
た
め
過
年
度
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
結
果
を
補
完
す
る
た

め
の
追
跡
調
査
等
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

﹁
下
地
島
空
港
利
活
用
﹂

Q
下
地
康
教

　
新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
素
案

の
中
で
下
地
島
空
港
は
、
国
際

線
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト

機
等
の
受
入
強
化
に
取
り
組
む

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
宮
古
島

は
将
来
入
域
観
光
客
数
を
年
間

2
0
0
万
人
と
す
る
観
光
計
画

を
持
っ
て
い
て
、
宮
古
に
は
2

つ
の
空
港
が
あ
る
こ
と
か
ら
空

港
の
機
能
を
効
率
的
に
活
用
す

る
な
ら
ば
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ

リ
ア
︵
J
A
L
,
A
N
A
等
︶

が
2
つ
の
空
港
を
そ
れ
ぞ
れ
単

独
で
使
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
構
想
は
な

い
の
か
伺
う
。

A
土
木
建
築
部
長

　
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
将

来
2
0
0
万
人
の
観
光
入
域
客

が
見
込
ま
れ
る
と
、
航
空
需
要

の
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
宮
古
島
市
あ
る
い
は
地
元
の

関
係
団
体
等
の
意
向
と
い
う
の

が
非
常
に
大
切
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
そ
れ
ら
の

意
見
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

﹁
多
良
間
村
に
お
け
る
産
業
廃

棄
物
処
理
対
策
﹂

Q
下
地
康
教

　
多
良
間
村
で
は
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
︵
雑
草
繁
茂
防
止

ビ
ニ
ル
︶
の
処
理
に
つ
い
て
大

き
な
課
題
が
あ
る
が
、
そ
の
対

処
策
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

か
伺
う
。

A
環
境
部
長

　
多
良
間
村
で
処
理
が
滞
っ
て

い
た
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

処
理
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
小

型
焼
却
炉
に
よ
り
焼
却
処
理
の

実
証
実
験
を
行
い
、
適
正
処
理

が
可
能
で
処
理
コ
ス
ト
も
低
減

化
で
き
る
結
果
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
今
年
度

か
ら
多
良
間
村
が
当
該
小
型
焼

却
炉
を
活
用
し
、
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

﹁
改
善
が
見
ら
れ
な
い
宮
古
地
区
に

お
け
る
廃
タ
イ
ヤ
処
分
対
策
﹂

Q
下
地
康
教

　
宮
古
地
区
で
は
、
廃
タ
イ
ヤ

処
分
が
進
ま
ず
不
法
投
棄
の
温

床
に
も
な
っ
て
い
る
。
県
と
し

て
の
廃
タ
イ
ヤ
対
策
を
伺
う
。

A
環
境
部
長

　
県
が
令
和
元
年
度
に
実
施
し

た
、
宮
古
島
市
に
お
け
る
廃
タ

イ
ヤ
の
実
態
調
査
で
は
、
不
法

投
棄
の
約
7
割
を
廃
タ
イ
ヤ
が

占
め
て
お
り
、
ま
た
、
自
動
車

解
体
業
者
な
ど
に
大
量
に
保
管

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
詳
細
な
実
態

把
握
に
努
め
、
必
要
な
対
策
を

　
熊
本
地
震
の
特
徴
は
、
最

初
に
来
た
揺
れ
が
本
震
だ
と

思
わ
れ
た
地
震
で
あ
っ
た

が
、
28
時
間
後
に
さ
ら
に
大

き
な
揺
れ
が
襲
い
被
害
を
拡

大
さ
せ
た
と
い
う
震
災
で
し

た
。
余
震
が
長
く
続
い
た
た

め
、
多
く
の
県
民
が
建
物
の

中
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
ず

車
中
泊
生
活
を
強
い
ら
れ
た

の
も
熊
本
地
震
の
特
徴
と
言

え
ま
す
。

　

被

害

状

況

は

、

死

者

2
7
3
人
、
避
難
者
数
18
万

3
千
8
8
2
人
、
建
物
被
害

全
壊
8
千
6
5
7
棟
、
半
壊

3
万
4
千
4
8
9
棟
、
一
部

損
壊
15
万
5
千
2
2
8
棟
で

し
た
。

　
避
難
所
生
活
で
は
、
特
に

高
齢
者
の
健
康
状
態
に
注
意

　
復
興
庁
、
福
島
第
一
原
発
廃

炉
、
女
川
町
復
興
状
況
、
気
仙

沼
市
東
日
本
大
震
災
遺
構
を
令

和
3
年
11
月
10
日
〜
13
日
の
4

日
間
で
東
日
本
大
震
災
復
興
視

察
を
行
っ
た
。

　
原
子
力
災
害
被
災
地
で
あ
る

双
葉
町
と
大
熊
町
に
は
、
放
射

能
危
険
区
域
と
し
て
未
だ
に
帰

宅
困
難
地
域
が
存
在
す
る
。

　
福
島
第
一
発
電
所
の
廃
炉
現

場
に
つ
く
と
厳
し
い
放
射
能
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
、
廃
炉
現
場
に

入
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば

廃
炉
作
業
が
行
え
な
い
巨
大
な

原
子
炉
。
こ
れ
だ
け
の
原
子
炉

を
廃
炉
に
す
る
た
め
ど
れ
だ
け

の
費
用
と
時
間
が
必
要
な
の

か
、
途
方
も
な
い
費
用
と
時
間

で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が

つ
く
。

　
女
川
町
の
震
災
に
よ
る
被
害

は
、
1
割
近
い
町
の
住
民
を
失

い
、
建
物
被
害
被
災
率
が
8
割

を
超
え
る
。
残
さ
れ
た
町
民
が

一
丸
と
な
っ
て
復
興
を
め
ざ

し
、
民
間
の
活
力
を
活
か
し
た

官
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
が
印

象
に
残
っ
た
。

　
気
仙
沼
市
の
大
震
災
に
よ
る

被
害
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者

を
合
わ
せ
1
,
3
5
5
人
の
犠

牲
者
が
出
た
大
規
模
災
害
で
あ

っ
た
。
そ
の
大
災
害
の
記
憶
と

教
訓
を
後
世
に
わ
た
り
伝
え
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
る
証
と
し

て
宮
城
県
気
仙
沼
向
洋
高
校
の

被
災
建
物
を
﹁
気
仙
沼
市
被
害

日
本
大
震
災
遺
構
・
伝
承
館
﹂

と
し
て
残
し
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
は
、

①
復
興
庁
に
よ
る
復
興
計
画
、

②
地
震
・
津
波
被
災
地
と
原
子

力
災
害
被
災
地
、
③
教
訓
・
記

憶
の
後
世
へ
の
伝
承
の
3
つ
に

分
け
て
行
わ
れ
て
お
り
、
被
災

か
ら
令
和
7
年
ま
で
の
15
年
間

に
約
32
.
9
兆
円
と
い
う
膨
大

な
復
興
予
算
が
投
下
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
発
電
所

の
廃
炉
状
況
視
察
で
は
、
帰
宅

困
難
地
域
が
存
在
す
る
町
の
住

民
の
戻
れ
な
い
無
念
さ
や
原
子

炉
の
廃
炉
に
係
る
途
方
も
な
い

費
用
と
時
間
、
環
境
に
対
す
る

影
響
な
ど
を
考
え
る
と
政
治
の

持
つ
役
割
は
大
き
い
も
の
だ
と

実
感
し
た
。

　
気
仙
沼
市
東
日
本
大
震
災
遺

構
・
伝
承
館
で
は
、
多
く
の
人

た
ち
の
日
常
と
大
切
な
命
が
奪

わ
れ
悲
し
み
に
暮
れ
た
あ
の

日
、
悲
し
み
か
ら
立
ち
上
が
り

復
興
す
る
こ
と
で
今
日
を
迎
え

た
が
、
決
し
て
あ
の
日
の
あ
の

時
を
忘
れ
な
い
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
た
。
災
害
か
ら
命
を

守
り
抜
く
努
力
と
決
意
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

︵
9
月
定
例
︶
一
般
質
問
議
事
概
要

﹁
ホ
テ
ル
等
宿
泊
施
設
事
業
へ

の
支
援
策
は
﹂

Q
下
地
康
教

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
な
ど
の
規
制
を
受
け
ホ
テ
ル

業
界
は
困
窮
を
極
め
て
い
る
。

収
入
が
激
減
し
な
が
ら
運
転
資

金
や
人
件
費
、
光
熱
費
な
ど
の

固
定
費
用
が
ど
ん
ど
ん
出
て
い

く
。
制
限
解
除
後
の
営
業
継
続

が
危
ぶ
ま
れ
、
こ
れ
以
上
持
た

な
い
と
い
う
悲
惨
な
声
が
聞
こ

え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
支
援
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

A
商
工
労
働
部
長

　
昨
年
度
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
た
事
業
者
を
対
象
に
、
3
年

間
実
質
無
利
子
、
据
置
期
間
5

年
以
内
の
感
染
症
対
策
応
援
資

金
を
創
設
し
、
事
業
者
へ
の
資

金
繰
り
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
運
転
資
金
に
活
用

で
き
、
金
融
機
関
が
伴
走
支
援

す
る
伴
走
型
支
援
資
金
を
創
設

し
さ
ら
に
最
大
3
年
間
実
質
無

利
子
と
な
る
県
独
自
の
利
子
補

給
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

﹁
農
林
水
産
物
流
通
不
利
性
解

消
事
業
﹂

Q
下
地
康
教

　
当
該
事
業
は
、
一
括
交
付
金

で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た

な
沖
縄
振
興
計
画
で
は
、
﹁
不

利
性
解
消
輸
送
補
助
制
度
﹂
と

い
う
新
規
補
助
制
度
を
要
求
し

て
い
く
必
要
が
る
と
考
え
る
が
、

県
の
考
え
を
伺
う
。

A
農
林
水
産
部
長

　
県
で
は
、
新
た
な
沖
縄
振
興

計
画
の
制
度
提
言
に
お
い
て
、

地
理
的
不
利
性
解
消
に
向
け
、

現
行
事
業
の
発
展
的
継
承
を
図

り
、
引
き
続
き
輸
送
費
コ
ス
ト

低
減
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

2
つ
の
制
度
を
提
言
し
内
閣
府

及
び
国
と
調
整
を
進
め
て
い
ま

す
。

熊
本
地
震
復
興
視
察

〜
過
去
の
教
訓
か
ら
対
策
を
打
つ
〜

災

害

復

興

視

察

災

害

復

興

視

察

︻
一
部
抜
粋
︼

大熊町帰還困難区域
気仙沼東日本大震災追悼伝承館
（気仙沼向洋高校被災遺物）

気仙沼東日本大震災追悼伝承館

（気仙沼向洋高校被災遺物）

南三陸町防災対策庁舎跡

旧東海大学

阿蘇キャンパス（校舎跡）
旧東海大学

阿蘇キャンパス（断層跡）
布田川断層帯

旧東海大学

阿蘇キャンパス（現地説明）

検
討
・
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

︵
11
月
臨
時
︶
一
般
質
問
議
事
概
要

﹁
離
島
軽
視
の
第
４
弾
お
き
な
わ

彩
発
見
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

Q
下
地
康
教

　
第
４
弾
の
補
正
額
は
59
億
4
，

1
1
9
万
８
千
円
で
、
11
月
15

日
か
ら
居
住
地
の
島
内
旅
行
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
11
月
26
日
か
ら

飛
行
機
や
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し

た
島
を
ま
た
ぐ
旅
行
も
対
象
に

な
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

宮
古
地
区
や
八
重
山
地
区
で
は

15
日
か
ら
25
日
ま
で
の
11
日
間

は
限
ら
れ
た
島
内
で
の
利
用
の

み
と
な
り
、
離
島
の
観
光
関
連

事
業
者
を
十
分
に
支
援
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。

　
離
島
間
移
動
に
係
る
P
C
R

検
査
を
含
め
徹
底
し
た
感
染
防

止
対
策
を
実
施
し
、
11
月
15
か

ら
県
全
体
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

知
事
の
考
え
を
伺
う
。

A
知
事

　
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
、
業

界
に
対
し
て
景
気
回
復
の
た
め

の
需
要
呼
び
起
こ
し
に
つ
い
て

は
、
各
部
局
で
検
討
し
て
参
り

ま
す
。


